
学校教育目標 

一人一人の個性を伸ばし，自ら学ぶ生徒の育成を図る 

甲斐市立敷島中学校 

編集 校長 山本成利 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敬 愛（けいあい） 学校だより 

ＮＯ 18 

R6  3/17  

日本一最幸の卒業式～感動の第７8回卒業証書授与式～ 

 令和7年３月１２日（水），春を感じさせる花曇りの朝でした。たくさんの来賓の方々にもご臨席をいただき，

第７８回敷島中学校卒業証書授与式を挙行することができました。思えば，卒業生のみなさんの小学校４年生の３

学期から中学校入学後に至るまでの学校生活では，新型コロナウイルス感染症の猛威を受けていました。小学校高

学年の一番大切な時期から，中学校入学というこれもまた大切な時期にもかかわらず，世界中を襲った波乱と大き

な社会の変化の波が直撃したなかで，大切な思春期の日々を過ごしました。みなさんは敷中生として３年間を過ご

し，見事な成長を遂げました。そうした「波乱と変化」のなかで，みなさんが学び取ったものは何だったのでしょ

う。それは，このようなときだからこそ強く繋がる力，つまり人の絆の強さを信じ，仲間と共に不安と危機を乗り

越える力です。そして，乗り越えなければならない壁があっても，仲間と共によりよい解決の道を探し，前進し続

ける姿勢をみなさんは示してくれました。疾風怒濤の思春期を仲間と共に前進してきた敷島中の卒業生のみなさん

は『雨の後には美しい虹がかかる』ことを学んでいます。これからも，逆境や困難を乗り越えた先の美しい虹のか

かる風景を，仲間と一緒に見る時が，必ずやってくることを信じ，一日一日を大切に生活していってほしいと思い

ます 

『すべては光る』， 

光る 光る すべては光る 

光らないものは ひとつとしてない 

自ら 光らないものは 

他から 光を受けて光る    （坂村真民） 

この詩は，「人は誰でも生きている意味がある」そして「輝く場所が必ずある」そう教えてくれています。あな

たという存在は，あなたの家族にとってかけがえのない特別な存在であること，そして，自分には力がないと思う

ときがあっても，誰かに支えられ，導かれ，宝石のように他から光を受けて輝くことができるのが，人間なんだと

教えてくれています。あなたの人生の主人公は，あなた一人しかいない。志高く，今，目の前にあることを一生懸

命に頑張り，光り輝いてください。みなさんのこれからの人生が前途洋々で幸多かれと祈っています。卒業生176

名のみなさん，ご卒業おめでとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【答 辞】 

厳しかった冬の寒さも和らぎ、教室の窓に差し込む光にも、暖かい春の訪れを感じます。 

本日、私たち卒業生のために、このような盛大で心温まる卒業式を挙行していただき、心より感謝申し上げます。 

今から三年前、マスクをつけ感染症対策をしながら、私たちはこの体育館で入学式に臨みました。その日から今

日まで、あっという間に月日が流れていきました。入学してから今日まで、たくさんの出来事と共に多くの人と

の出会いがあり、自分自身を大きく変えてくれました。敷島中学校での生活は、私にとって貴重な人生の一ペー

ジであったと確信しています。 

 

出会ってから３年。今日まで頑張ってこられたのも、赤学年の仲間がいたからです。笑ったり泣いたりしたこと、

時には競い合ったこと。そんな当たり前だと思っていた日常も、今日が最後です。これからは別々の道を歩き出

しますが、私にとってはずっと大切な仲間です。今まで本当にありがとう。 

 

在校生のみなさん。今まで私たち３年生を支え、協力してくれてありがとうございました。みなさんと共に敷島

中学校の年輪を刻むことができたことを、とてもうれしく思います。今年度、敷島中学校生徒会は、生徒全員の

個性を尊重し合い、毎日が笑顔であふれるようにと「五百花繚乱」をスローガンに掲げて、活動に取り組んでき

ました。また、「生徒心得」の話し合いを通して、より自分らしく快適に過ごせるきまりを作りました。今日、

この伝統ある敷島中学校のバトンを、在校生のみなさんに託します。新たな歴史の一ページを築き、よりよい敷

島中学校をみんなで創り上げていってください。 

中学校に入学してから今日まで、私たちは多くの先生方にたくさんのことを教わりました。自分自身の厳しい試

練に立ち向かうことは、決して容易なことではありませんでしたが、先生方の言葉は私たちの心の支えになりま

した。本当にありがとうございました。 

 

そして、私たちを一番近くで見守ってくれていた家族。つらくて大変だった時、くじけそうになりあきらめかけ

た時も、そっとそばにいて見守ってくれました。本当にありがとう。そしてこれからもよろしくお願いします。 

 

この１５年間、私たちは、たくさんの方に支えられてきました。明日からは、敷島中学校でのたくさんの思い出

を胸に、それぞれの道へ、未来へと歩んでいきます。これからも幾度となく、大きな壁が立ちふさがるかもしれ

ません。それでも私たちは自分を信じ、感謝の気持ちを忘れず、力強く前へ進んでいきます。 

最後になりましたが、母校敷島中学校のますますの発展をお祈りして、別れの言葉とさせていただきます。 

 

令和７年３月１２日                  卒業生代表  今津 美桜 

 

 

 

 

 

 

 


